










要約

 卵を発育させる能力は個人個人異なると考えられるため、同一人に 2 つの排卵誘発法を

用いて、ある一定期間の間をあけて体外受精を行いその際に得られる顆粒膜細胞中のアポ

トーシスを起こした顆粒膜細胞の出現率を測定し、排卵誘発法が卵に及ぼす影響について

検討した。体外受精の排卵誘発法として 1 つは自然周期、もう一つは GnBHa +hMG  +hCG

周期を用いた。顆粒膜細胞は卵丘細胞と壁側顆粒膜細胞に分けて検討した。

　卵丘細胞、壁側顆粒膜細胞の両方とも自然周期の方が GnBHa +hMG +hCG 周期よりアポト

ーシスを起こした顆粒膜細胞の出現率は低値を示した。このことは、自然周期のほうが質

の高い卵が排卵している可能性があり、刺激周期は採卵数は多くなるが、卵の質からみて、

さらに改善の余地があると考えられた。


